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信州個出乙おけるシ列画劇溝錨おま布と水系によるシ列司費関空
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はじめに 15∞m以下)を中心に約1800地点、のシタ植物相の調

笈胞から蹄台された(天竜川水系の物質循環とマネ 査料育つれた個1)0 1地点の調査はおおよそ1へク

ーフロー¢総合穆院:戸閏・搾野代表jは4年間の調 ターノw:海闘である。その地点において確認できた、ン

査研究を終了した。そPす日として参加させてし、ただ ダ植物種を証録し、証制察本として 1・2枚¢喋を採集

いた「天劃|休系のシダ植樹齢多様出比天閣11 した。地点ごとに標本をとりまとめ、その地長のシダ

水系のみならず此東部院として、木曽川体系・周11水 植物のリストを作戒し丸調習也知土5万玲の1の地

系・千削11水系・信濃JII(前甫合流から県闘の4つ 勢図を用いて 64分割慌酋・南北8場主)し、図面

の地脚コ調査も行うことができた。聞朝こ政治から を想定した。できるだけ各地を網羅できるようl司、が

紺続している信州全域のシダ植物種密膨怖の調査 けた。長野県はおおよそ 25∞地割こ分割しうる。約

(12年訪固にとっても有益材育韓民集制幾会を与え 1政治地育、の調査であるから長野県の僻也を中心に約

て頂くこととなったこれまで 1800地保ちのシダ植 700;もの広がりの中で調査がきたことになる。標高1反ゆ

樹齢調査芳苦情つ九そのうち約卿地点はこの翻Q m以上の山岳地域の調盈ままだごく限られており、今

から笈:05年度のプロジェクトとともに資料。芳巌責が 後の課題である。これら調富也長と種密度分布に関す

伺つれた。山岳域での調査はまだまだ(山岳を中制こ る地理はこれまで時陪にも郎、てきたが、次第に調

さらに7∞地尉瀦る)ではある武去おまかな水系 査壷翻湖扶していること流協取れよう(佐揺ら、

にそった低地の調査はほ同終了したとし、えよう個 1 笈ゆ4a;笈沿4b;笈肪)。

の数字入りメッ、ンュ音扮)。 図1の長野県全体で叩シタ袖物種密度分宥のなかか

そこで本報告では長野県の主な5つの水系(河川D ら、 5つの水系俣竜川・木曽川・犀川・千曲川・信

に沿って、ンダ植物の多様性と種密度、そ併願立につい 濃川4 コ合冊について、河JII本訴訪効ゆるメッシュ

て¢欄以性を算出して、天割11水系のシダ植射蹄性 維→耳Z法m)を5万分、わ1の地勢図64分害防も

を他の水系と此載する砂院を企画し丸具体的には(1) 想定し、それらメッシュを太し枠でなぞった。天竜川

水系ごとのシダ植物0芳畿財う布、包)水系下読めもの は下読めも約印メッシュ、木曽1)111ま下流から約40メ

メッシュ増加と積算種数、 (3)水系聞のシダ精彩採血戎 ツ、ンュ、千曲illと周11は下流から約印メッシュ、そし

および (4)シダフロ究明以性の櫛寸である。 て犀川と千醐11との合流したあとの噺潟県では信濃

川:ここで?ま信欄117k系と呼劫は却余メッシュで、な

調査場所と方法 ぞることができる。河川ごとの各メッ、ンュで確認で、き

1鰯 か ら 却5年度にかけて長野県の山間地住に た種数を求め、図2に種数ごと広場筋怖を示したー
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本報告ではそれぞれの河J"'こっし、て、長野県における の15メッシュで広椙数分布と積算種数をまとめた。積

下請献も 15メッシュに含まれる調査地割こおける 算種数で1ま天閣11水系で倍程糟，)11水系で回程

シタ官邸或をリストアップした。なおシダ植物広種名は、 f言語却l除系でお種、犀JII7J係で35種そして千曲U11.水

岩槻 (1992)と回11(1959)に基づき、同定i'j:jc塚 系で、却種となったあきら刺こf訓再輔の水系で即、

(1987;翻 2)による長野県のシダ植物などlこ従った。 積算種数(ガンマ多様間消髭訟で、きる。東の千曲;)11 

さらにシダ植物相に基づく水系¢植物相キ特性を導く 水系が最小である。さらなる上訴部まで¢期祈カ特た

ために、 15地点まで¢樺欝種組成広明以性を算出した。 れる。天申11水系と木曽川水系では最下流部のメッシ

類以度指動ま1∞X2C/(A+B)から求めた。AとBは ュ明郵財五やぞ多川頃跡地る。

違う水系における積算種類数であり、 Cは両水系の共

通樟である。

結果

水系ごとのシダ植物のリストを表1にまとめた 5

つの水系にっし、て下祈Eから 15地長まで広職議曜のリ

ストである。経糧事種数は89種鮮である。 5つσ功t系

すべてにおして高調度¢種類はイヌワラビ、-オクマワ

図1には区画ごとの各地¢犠議議轍を示した与区画 ラピ・スギナ・ゼンマイ・トラノオンダ・ヤブソテツ

によっては複数地長の調査料背オLた場所もあり、各 なと事である。天竜11水系のみに1地前編志された積立入

地点的 1へクター川での最大譜銑図画庁で¢精 コケシノブ・ヌリワラビ・ハイホラゴ、ケ・ホソパカナ

算種数ではな比すなわち図に示された劉面まある地 ワラビ・ミヤマイタチシダなどである。木曽川水系に

点、におけるシダ植物広糧密度をノ予すことになる。これ 1地長だけイノデモドキ・ミヤマグマワラビ・ヨコグ

までの調査では長野県の南部と北部に高い種密度 ラヒメワラビなどである。

卸30器地~~.点在す:ること治、輔認される。中央部 これらの下流部から 15メッシュまでの積算轡蹴

僻也ま低吋艶度をもっ地長 (1・5簡が広がる。 25 について、水系間でマ親娘細川)を求めたのが図

種以上確認できが也長は長野県におけるシダ植物の局 4 (下〉である。高し類似度は千曲jll水系と犀JII水系

庁穆様性のホットスポットと言える(佑謙ら、笈)()l)0 (75%)、および信濃川水系と犀J11水系 (73%)とな

長野県の南部と北西部の山麓にそのホットスポットが る。千曲1)1休系と天閣l休系(必%)ならmこ信濃川

点在する。中央部低地の農地や人口が多い市部位では 水系と天竜11.水系仏7%)では低し明以度となる。

スギナ・イヌワラビなど難題のシダのみが生育する佐

藤ら、m2)。これまで1鍛テ---2005年の10年間に 議論

約1800地点の読査料苛オ以約 180種学懐種・雑 (1)水系同芯じたシグ植物多様性の定量的な比較研究

種を含め)のシダ植物が百撮された与そのうちオシダ はほとんど知られてし、なしも一方守司UIIにそった谷す

属は33種勝浦認され分布パターンも割譲である(佐 じゃ支流ごとでシタ植物相が大いに異なることはよく

藤・宋、証防)。 知られているり靖之 1987)。容すじ同芯じた空中湿

図2に示すよう引lにこ司オ水く系ごとにまとめたメツシユごと 度や土壌環境坊童畠し、がシダ植勅相の異質性を導くとカか込

の平吟腫数分布i広丈木曽闘1)1休系(但11)>天竜動J1休休系 (ωω んがえられて刀Uい、喝る。基柏句悦iにこは空中湿度カ5鴇保T廿ゴL吟る狭

>犀周~I 同休℃系 (ω:8) >信濃

となるが、木曽曽~"陀での平均 11i五5 と千曲醐j川l川|休水系での在4 物の有朝甥擁の由舌史カが=鴇漕ル、水分環境 G空中湿00の

以外での有意着まなしも 倒嘩のもとに樹元到号制高伽も胞子体)を伴って

図3にそれ執の5つの河11において、下湘bら 皆予するからである。一方で、水分環境付。蹴鞠章
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されていても広し判11敷や地表面¢働きやすも、ところ のシダ植物相に着目した角斬によると、|目安劃丁と!日

では、ンタ市鋤にとって定着は容易ではなしも根をもた 奈川村では最大73.4%0::欄以度、旧安霊訴すと旧四聞す

ない前葉体からはじまる自舌史と世伐到切もの胞子 では最低の54.5%の類似度であった。今固まとめた水

体誠長もゆる相ミであることから地接面の動きに対応 系iヨ芯じた、ンダ植物相¢類似性は官てで7肌(千曲)11

できなし場合が多しも 一長川、最低で必偽情濃)1ト天喝11)となった。

(2)長野県の山間地こはいくつM 梱概要素柑塙 これら剛丈系は距離句にも日朝l島の背腔性(日柄毎

していると予想される。その千括討なものは垂直分布 側と太璃糊!Dを強調できる内容である。醐酌には

IQi芯じた植物要素明字世である。シダ植物においても、 近接しているが八ヶ岳を境とする千曲川水系と天竜)1r 

南部の師自には暖温帯要素が、山岳高地には朝雌の 水系では銚とかなり跡調臓を示す。この大きな

シダが知られる。種内で玖標高i司芯じた形質変化も知 シダ植物相の串、I丈現在の峨豹・安謝句な環境のみ

られている。例えばオシダ¢喋読須の高標高で¢細胞 ならず地史的な違いも反映している可能性が高い。両

サイズの樹氏肪稽度の朝日なども確認されてし、る仲 間 11水系を隔てる事科高原lこはヒマラヤ東部と北東ア

西ら、笈問)。 メリカのアパラチア山即伽3地域に隔諦紛布するオニ

(3)本報告の水系1::Zじたシダフロラの比巌旬開まは ゼンマイが多産する出設である 6倉田・中也 1鎚~9) 。

じめての試みである。メッシュデータを水系に沿って また極東ロシゲと共通し、日本内で出潮紛宥するイ

溜 2ることでガンマ多様度を導くことができた。個別 ヲカゲワラビも点在させる地域である阪口-佐掠

メッシュにおける平均{直(アルファ多様島では見ら 1卸9;佐揺ら、笈X)4b)。

れなかった違いが明らかとなった天閣11水系のシダ (5)このように水系同志じたシダ植物相をさらに

植物多様性曜講種数:ガンマ多様聞が最も高いと 延長して解析すること、あるい財係を囲廿匂レト地

車輪できる。かつて長野県の即断を槙数謹んで、 16 域争つぎつぎとまとめて集計して解析することで、こ

メッシュを哨立として地域ごとの多様度を定量比較し れま切り厳重や聞肋も試みてきた同心円キ稲盟強Uに

た。そこで刷t系同芯じた明確tti塾、は見出せなかっ でのスケーリング(佐藤ら、笈肪; 鼠ωand

た。北方と南方てマ沖ゃーいアノレファ多様度計酌パ 百kahashi，l袋路)とは謹った河川lからの地鰐諜をふ

ータ多犠度湘認されたにとどまっていた佐藤ら、 まえた新しし場競レベFレでのシダ植物相の入れ注射つり

笈氾4a;Saωetal，l鋭治)。かつて16地長で代表した について定輩出獄明者寺されよう。

生蹴(儲句lOkmの細部には複数の異質な生育甥所 (6)今回は慨リの種の出現頻度に関するまとめを

が含まれてし、た可能脳湖、本初院でまとめた細長 省略したλ表1からこれらの水系同ヨけるシダ各種の

い15メッシュ防車なりは水系にそった谷環境要素と 頻度も読み取ることができる。これまで4回毎草を中心

して限定され掛古県水系IQi芯じた積算種数例室長、が にシダ植物倒麹おう布を整理してきたなかで(佐蘇

明確になったと予想される。 1~粉;200司、その地域あるし、ほ也点を代表できる種

(必これまで切 1800地点の調査で蓄積された種額数 群はまれな種より臨海渡(か吋閥的7副首置づけ)

が180種昨であることから(佑議・宋、笈肪)この5 をもつものであると言えよう。本報告の中でjj入例え

つの水系のわすちが45メッシュl乙約半分(回種間の ば信濃川水系のサカグンfノデなどが告も昨日当する。

シダ植物相を確認できたことになる。これJまf割刊全域

の抑種群(大塚笈肪)俳句3分の1に相当する。 文献

最丘の砂院として、松本市の5地域(旧市町村)ごと 岩槻邦男備面(1拘2) 日本め野生植物シダ平凡
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表1. 水系の下流から 15メッシュで確認されたシダ植物組成
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図2. 水系に応じた種密度の頻度分布
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下流からのメッシュl順位 図4. 水系ごとの積算種数と種組成の類似度

図3. 水系の下流から 15メッシュの種密度分布と積算種数
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